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渡

辺

憲

司

ま
え
が
き

 
近
世
初
期
に
お
け
る
武
家
歌
人
の
㌫
入
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
河
田
昌
俊
喜
六

（
天
正
七
年
～
寛
永
二
十
年
）
は
、
寛
永
文
化
の
申
枢
的
存
在
で
あ
る
小
堀
遠

州
、
松
花
堂
三
乗
、
林
羅
山
ら
と
親
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。
歌
人
と
し
て
は
も
と
よ
り
茶
人
、
書
家
と
し
て
の
彼
の
名
を
著
名
に

し
た
の
は
、
寛
永
文
化
圏
に
お
け
る
幅
広
い
文
化
人
と
し
て
の
活
躍
に
よ
っ
て

で
あ
る
。
昌
俊
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
宗
政
五
十
緒
氏
が
、
 
『
佐
河
田
昌
俊
一

近
世
初
期
の
一
武
家
歌
人
の
生
涯
」
 
（
『
論
集
・
日
本
文
学
日
本
語
4
」
昭
5
3

・
角
川
書
店
）
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
拙
考
「
佐
河
田
昌
俊
の
前
半
生
」

（
『
近
世
文
芸
3
1
』
昭
5
4
）
に
お
い
て
も
触
れ
て
き
た
。

 
本
稿
で
は
、
馳
昌
俊
の
代
表
的
な
歌
一
首
を
と
り
あ
げ
て
、
 
そ
の
流
布
の
状

況
、
出
典
に
つ
い
て
考
え
、
さ
ら
に
昌
俊
の
歌
学
に
お
け
る
師
承
関
係
に
つ
い

て
説
明
を
加
え
な
が
ら
、
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
も
言
及
し
で
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
レ
慶
長
初
年
の
戦
乱
期
に
青
春
を
お
く
っ
た
武
家
歌
人
の
登
場

を
歌
一
首
を
中
心
に
述
べ
、
中
世
末
歌
壇
か
ら
近
世
初
期
歌
壇
に
お
け
る
武
家

歌
人
の
動
向
に
つ
い
て
の
若
干
の
気
ず
き
を
述
べ
て
み
た
い
と
も
思
う
。

一

 
 
，
待
花

吉
野
山
花
待
つ
頃
の
朝
な
朝
な
．

 
 
 
 
心
に
か
か
る
峯
の
白
雲

 
こ
の
歌
は
、
佐
河
田
昌
俊
の
詠
歌
の
中
で
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
昌
俊
の
名
を
世
上
に
流
布
さ
せ
た
の
は
、
寛
永
文
化
圏
に
お
け
る
活
躍

に
よ
っ
て
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
歌
が
名
歌
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た

こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
風
俗
文
選
」
に
お
い
て
は
、
吉
野
の

賦
の
歌
数
の
多
い
こ
と
を
示
し
た
箇
所
で
、
「
佐
川
田
喜
六
が
あ
さ
な
く
、

貞
室
老
人
の
こ
れ
は
く
ま
で
か
ぞ
ふ
る
に
中
々
い
と
ま
な
か
ら
ん
」
と
引
か

れ
て
い
る
。
吉
野
山
を
詠
じ
た
も
の
と
し
て
も
、
近
世
の
代
表
歌
と
し
て
取
り

あ
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
こ
の
歌
の
評
価
の
高
か
っ
た
こ
と
は
、
後
西
天
皇
（
後
水
尾
天
皇
と

も
）
の
勅
撰
と
さ
れ
て
い
る
「
集
外
歌
仙
』
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
知

る
こ
と
が
出
来
る
。
 
『
等
外
歌
仙
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ね
ば
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な
ら
な
い
が
、
選
ば
れ
た
他
の
歌
調
（
大
名
、
連
歌
師
）
．
な
ど
と
比
べ
る
時
、

一
家
臣
に
過
ぎ
な
い
昌
俊
へ
の
処
遇
は
、
破
格
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
佐

河
田
昌
俊
の
歌
人
と
し
て
の
位
置
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
ま
で
高
く
評
価
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
居
系
の
歌
人
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
近
世
の
代

表
的
歌
人
を
網
羅
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
『
近
世
三
十
六
人
撰
」
 
（
刈
谷
市
立

図
書
館
村
上
文
庫
蔵
）
の
第
三
編
で
は
、
こ
の
歌
と
と
も
に
佐
河
田
昌
俊
が
巻

頭
に
す
え
ら
れ
て
い
る
。
三
編
の
巻
頭
の
歌
人
を
あ
げ
れ
ば
、
初
編
は
木
下
長

嚇
子
、
二
編
は
細
川
幽
斎
、
四
編
は
松
永
貞
徳
、
五
号
は
北
村
季
吟
、
六
編
は

望
月
長
孝
な
ど
で
あ
る
。
『
近
代
一
人
一
首
』
第
二
部
に
は
、
水
戸
重
囲
、
伊

達
政
宗
以
下
、
五
十
二
名
の
武
家
歌
人
が
位
階
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
言
う

（
上
野
洋
三
氏
「
跡
部
良
隆
の
『
近
代
一
人
一
首
」
」
、
「
論
集
日
本
文
学
・

日
本
語
4
」
）
が
、
中
で
佐
河
田
昌
俊
は
、
こ
の
歌
と
と
も
に
五
十
番
に
あ
が

っ
て
い
る
。
武
家
歌
人
の
中
に
あ
っ
て
昌
俊
の
身
分
は
低
い
。
昌
俊
が
そ
の
格

差
を
十
分
に
埋
め
る
だ
け
の
力
量
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
推
察
す
る
と
と
も
に

、
こ
の
歌
が
い
か
に
世
上
に
流
布
し
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。

 
随
筆
類
に
と
ゆ
あ
げ
ら
れ
た
言
論
凪
昌
俊
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
も
、
こ

の
歌
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
・
『
翁
草
」
を
始
め
と
し

て
、
『
雨
夜
燈
』
、
 
『
北
窓
環
談
』
、
「
ひ
と
も
と
草
』
、
『
雨
窓
閑
話
』
、
『
続
近

世
碕
人
伝
』
、
『
緑
林
一
枝
』
、
『
諺
介
集
』
、
「
蝿
糞
』
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
出

来
る
。
・
「
佐
川
田
喜
六
の
吉
野
山
朝
な
く
と
い
へ
る
歌
」
「
佐
河
田
が
心
に

か
か
る
峰
の
し
ら
雲
ま
つ
う
ち
う
め
か
れ
て
」
「
白
雲
の
喜
六
」
な
ど
と
い
っ

た
形
で
、
佐
河
田
昌
俊
と
こ
の
歌
は
、
不
可
分
の
関
係
で
流
布
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

 
次
に
随
筆
類
の
中
か
ら
「
翁
草
」
巻
五
の
記
述
を
と
り
あ
げ
て
、
成
立
に
関

す
る
事
情
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

 
 
 
 
 
佐
賀
和
田
喜
六

 
 
一
、
同
頃
、
山
州
淀
の
城
主
永
井
信
濃
守
儲
轍
最
鄙
登
城
有
し
に
、
・
御
持

 
 
被
レ
遊
し
扇
に
、
御
手
つ
か
ら
歌
を
一
首
記
せ
給
ひ
し
を
、
信
濃
守
拝
領

 
 
し
て
退
出
有
り
、
家
来
佐
賀
和
田
を
覆
れ
、
其
方
は
日
頃
和
歌
に
心
を
寄

 
 
せ
、
風
流
を
好
め
ば
、
今
日
拝
領
の
物
を
拝
見
さ
せ
る
な
り
、
是
は
此
頃

 
 
の
秀
歌
な
り
と
て
、
都
よ
り
御
到
来
の
由
、
則
御
自
筆
に
遊
し
被
レ
下
し

 
 
と
、
彼
の
群
落
を
見
せ
給
ふ
。

 
 
喜
六
畏
て
押
戴
き
拝
見
す
る
に
 
 
 
 
 
、

 
 
 
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
あ
さ
な
ノ
y
心
に
か
、
る
峯
の
白
雲

 
 
喜
六
泪
を
流
し
て
申
し
け
ち
は
、
落
々
冥
加
に
叶
ひ
、
上
聞
達
候
段
、
身

 
 
に
余
り
難
レ
有
仕
合
、
生
前
の
大
幸
、
何
事
か
是
に
認
り
候
は
ん
、
此
歌

 
 
は
則
、
愚
詠
に
て
候
、
冬
春
、
中
院
大
納
言
通
村
郷
旺
蘇
咽
断
へ
、
詠
草
を

 
 
差
上
げ
、
御
添
削
を
奉
レ
兆
候
ひ
し
、
此
歌
も
其
一
巻
の
中
に
御
座
候
由

 
 
申
て
、
則
、
其
の
詠
草
を
差
出
す
（
以
下
略
）

 
「
手
頃
」
と
あ
る
の
は
、
大
越
院
殿
即
ち
家
光
の
時
代
を
指
し
て
い
る
。
家

光
が
殊
の
外
に
こ
の
歌
を
賞
し
た
こ
と
は
、
『
徳
川
家
光
公
傳
」
 
（
昭
3
6
・
日

光
東
照
堂
社
務
所
）
な
ど
に
も
引
か
れ
て
い
る
が
、
金
関
丈
夫
氏
は
「
随
筆

佐
河
田
昌
俊
」
 
（
『
文
芸
博
物
志
』
昭
5
3
・
法
政
大
学
出
版
局
）
に
お
い
て
、

真
蹟
の
三
幅
対
が
あ
り
家
光
の
自
筆
で
よ
し
野
山
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
家
光
と
昌
俊
の
関
連
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
加
え
る
べ
き
資

料
を
持
た
な
い
が
、
『
翁
草
」
・
の
記
述
で
注
目
す
べ
き
点
は
（
伝
承
的
資
料

と
し
て
で
あ
る
が
）
、
成
立
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
『
翁

草
」
の
記
述
を
姐
上
に
し
な
が
ら
雑
感
を
述
べ
よ
う
と
思
う
が
、
そ
れ
は
『
翁
．
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草
」
に
お
け
る
記
述
が
、
「
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
」
の
歌
の
成
立
に
関
す
る
代

表
的
な
も
の
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
無
批
判
に
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
一

二

 
「
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
」
の
歌
の
成
立
は
、
『
翁
草
」
に
よ
れ
ば
、
中
院
通

村
へ
差
し
出
し
た
詠
草
の
申
に
含
ま
れ
た
も
の
だ
と
言
う
。
「
和
暦
」
と
あ
る

の
み
で
そ
の
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
先
に
「
山
州
淀
の
城
主
永
井
信
濃

守
」
と
あ
り
、
永
井
尚
政
が
淀
の
城
主
と
な
っ
た
の
は
、
寛
永
十
年
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
以
降
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
更
に
昌
俊
は
寛
永
十
五
年
に
永
井
家
を

致
仕
し
て
い
る
か
ら
、
昌
俊
が
五
十
歳
よ
り
五
十
五
歳
ま
で
の
問
の
こ
と
と
推

察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
昌
俊
が
中
院
通
村
へ
差
し
出
し
た
詠
草
と
思
わ
れ
渇
一

本
の
中
に
、
こ
の
歌
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
 
（
昌
俊
は
通
村
へ
何
回
か
詠
草
を

差
し
出
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
本
を
見
た
限
り
で
明
確
化
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
が
…
…
）

 
天
理
図
書
館
蔵
『
詠
百
首
和
歌
」
 
（
一
冊
本
、
江
戸
末
期
写
本
ヵ
、
墨
付
十

一
丁
）
は
、
題
簸
題
「
華
梅
抄
昌
俊
百
首
点
取
」
と
あ
り
、
内
題
「
詠
百
首
和

歌
」
と
あ
る
。
内
題
の
下
に

 
 
永
井
信
濃
守
尚
政
信
齋
家
来
ふ
山
城
、
綴
喜
郡
黙
々
寺
開
山
、
号
二
道
壼

 
 
居
士
一
佐
川
田
喜
六

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昌
俊
上

 
と
あ
る
。
春
二
十
首
、
夏
十
首
、
秋
二
十
首
、
冬
十
首
、
恋
二
十
首
、
雑
二

十
首
と
配
列
さ
れ
て
い
て
、
末
尾
に
「
汗
墨
三
十
首
、
通
村
中
院
也
、
」
ど
記
さ

れ
て
い
る
。
昌
俊
が
中
院
通
村
に
批
点
を
乞
う
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

成
立
年
代
は
定
か
で
な
い
が
、
次
の
歌
よ
り
晩
年
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
圏

佐
河
田
昌
俊
の
歌
一
首
管
見

点
筆
者
、
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ま
た
、

つ
た
京
周
辺
の
地
名
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
昌
俊
が
淀
城
主
と

な
っ
た
永
井
尚
政
に
従
っ
て
隅
江
戸
よ
り
京
周
辺
に
移
っ
た
寛
永
十
年
、
昌
俊

五
十
五
歳
以
降
の
晩
年
期
の
作
を
多
く
集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
翁
草
』

で
、
中
院
通
村
に
詠
草
を
差
上
げ
た
一
巻
と
い
う
の
は
、
こ
の
『
詠
百
首
和

歌
』
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

 
『
正
木
の
か
つ
ら
」
に
と
ら
れ
て
い
る
四
首
が
、
『
詠
百
首
和
歌
』
に
所
収

の
も
の
で
、
さ
ら
に
通
村
が
批
点
し
た
三
十
首
に
そ
の
す
べ
て
が
入
っ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
昌
俊
の
詠
草
と
し
て
、
か
な
り
一
般
的
に
流
布
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
「
翁
草
」
の
作
者
は
、
 
「
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
」
の
歌
の
出
典
を
、
流
布
し

て
い
た
中
院
通
村
批
点
の
一
巻
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
話
を
作
り
あ
げ
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
（
も
し
く
は
、
作
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
逸
話
を
検
証
す

る
こ
と
な
し
に
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
）

 
h
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
」
の
歌
の
出
典
は
、
昌
俊
の
他
の
歌
集
に
見
い
出
す

こ
と
が
出
来
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
高
文
書
附
黙
々
寺
碑
銘
」
（
題
籏
題
）

，
の
中
に
あ
る
歌
集
が
そ
れ
で
あ
る
。
 
『
高
文
書
」
は
全
六
十
三
丁
の
う
ち
、
前

 
⇔
内
の
数
字
は
配
列
順
の
番
号
。
以
下
同
じ
）

 
 
春
 
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

な
か
む
れ
は
か
す
め
る
上
の
霞
ぬ
る
老
て
あ
は
れ
む
春
の
よ
の
月

 
 
落
 
花

へ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

老
さ
そ
ふ
布
留
の
嵐
吹
た
え
て
雪
お
も
け
な
る
野
辺
の
松
風

 
 
晩
 
鶏

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

夜
を
の
こ
す
老
か
枕
に
く
た
か
け
の
声
聞
は
か
り
ヶ
れ
し
き
は
な
し

 
「
淀
の
継
は
し
」
「
深
草
の
里
」
「
住
吉
の
松
」
「
難
波
江
」
と
い
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半
三
十
四
丁
は
、
佐
島
田
家
の
先
祖
高
階
家
に
つ
い
て
記
し
、
次
の
二
十
七
丁

に
歌
集
が
あ
り
、
終
り
二
丁
に
「
黙
々
寺
碑
銘
」
が
あ
る
。
冒
頭
の
第
一
首
の

詞
書
の
あ
と
に
、
 
「
高
階
尚
俊
」
と
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で

は
以
下
『
高
階
尚
俊
歌
集
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
昌
俊
が
尚
俊
と
称
し
て
い

た
こ
と
は
、
養
父
木
戸
元
斎
編
の
「
師
説
披
露
和
歌
集
」
 
（
天
理
図
書
館
蔵
）

の
奥
書
き
に
記
さ
れ
、
ま
た
、
元
和
初
年
頃
ま
で
の
連
歌
会
の
記
録
に
お
い
て

 
 
 
 
 
 
（
注
1
）

も
記
さ
れ
て
い
る
。

 
 
『
高
階
尚
俊
歌
集
』
に
は
、
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
遊
行
上
人
よ
り
す
㌧
め
給
ひ
し
五
十
首
の
薯
の
中
に

 
⑳
 
よ
し
野
山
花
蕊
こ
ろ
の
朝
な
く
こ
㌧
う
に
か
㌧
る
嶺
の
し
ら
雲

 
以
下
、
歌
集
の
成
立
及
び
詞
書
か
ら
、
こ
の
歌
の
成
立
年
代
を
推
定
す
る
こ

と
に
す
る
。

 
詞
書
の
「
遊
行
上
人
」
は
、
昌
俊
の
養
父
で
直
江
兼
続
に
仕
え
た
越
後
の
武

将
木
戸
元
斎
寿
三
と
の
関
連
か
ら
、
三
十
三
世
他
説
上
人
で
は
な
か
ろ
う
か
と

慮
れ
れ
る
。

 
木
戸
元
斎
と
三
十
三
世
他
阿
上
人
と
の
直
接
的
関
係
を
示
す
も
の
は
、
早
稲

田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
謙
論
難
」
の
奥
書
に

 
 
此
講
談
記
者
招
月
作
也
去
々
落
字
等
不
審
條
々
注
有
之
任
命
旱

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遊
行
竹
原
世
譜
阿

 
木
戸
元
斎
進
達

．
と
あ
る
。
他
に
元
斎
と
遊
行
上
人
の
関
連
を
示
す
も
の
と
し
て
、
歌
集
に
時
宗

の
道
場
の
名
の
あ
る
こ
と
な
ど
を
す
で
に
述
べ
．
た
こ
と
が
あ
る
。
 
（
前
記
、
拙

考
参
照
）
こ
こ
で
は
、
こ
の
歌
の
成
立
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
触

れ
る
こ
と
に
す
る
。

 
ま
ず
問
題
と
す
べ
き
は
、
遊
行
上
人
の
没
年
で
あ
る
が
、
『
防
長
風
土
注
進

案
1
3
・
山
口
宰
再
話
」
 
（
山
口
文
書
館
・
昭
3
6
）
の
、
時
宗
二
百
山
善
福
寺
の

項
に

 
 
遊
行
三
十
三
世
他
阿
満
悟
上
人
紬
轍
綱
囎
騨
舗
舗
戸
立
黒
山
諸
国
化
度
の
時
、
慶

 
 
長
十
八
年
當
寺
に
を
い
て
遷
化
あ
り
、
寺
中
法
林
庵
に
葬
れ
り
、
其
後
遊

 
 
行
上
人
山
口
在
滞
の
日
か
な
ら
す
彼
庵
に
臨
ミ
て
満
面
立
入
の
墳
墓
を
拝

 
 
す
る
を
も
て
例
と
せ
σ
、
天
正
の
頃
満
悟
上
人
越
後
国
北
條
よ
り
帰
国
の

 
 
日
人
馬
宿
継
の
讃
書
あ
り
、

 
 
其
文
に
日

 
 
藤
沢
上
人
御
帰
国
之
條
、
傳
馬
宿
児
等
無
異
儀
可
有
馳
走
也
傍
如
件

 
 
 
天
正
十
七
年
九
月
七
日
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
直
江
兼
既
判

 
と
あ
り
、
上
人
が
直
江
兼
続
の
庇
護
を
受
け
て
、
慶
長
十
八
年
に
没
し
た
こ

と
が
知
れ
る
。
ま
た
「
時
宗
血
脈
相
続
之
次
第
」
 
（
『
時
宗
の
成
立
と
展
開
」

大
橋
俊
雄
、
昭
3
4
・
吉
川
弘
文
館
）
に
は
、

 
 
天
正
十
七
紀
年
三
二
越
後
国
北
条
専
称
寺
一
賦
算
姻
＋
遊
行
廿
四
年
 
慶
長

 
 
十
七
孫
年
二
月
廿
七
日
開
設
周
防
山
口
善
福
寺
一
入
畳
枕

 
と
あ
る
。
越
後
国
北
条
専
称
寺
は
、
直
江
兼
続
が
天
正
十
六
年
に
安
堵
状
を

与
え
た
地
で
あ
る
。
（
『
時
宗
年
表
』
）

 
前
者
の
資
料
で
は
慶
長
十
八
年
と
あ
り
、
後
者
で
は
慶
長
十
七
年
と
あ
る

が
、
遊
行
上
人
が
没
し
た
の
は
、
ま
ず
こ
の
頃
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
「
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
」
歌
は
、
慶
長
十
七
年
も
し
く
は
十

八
年
以
前
、
昌
俊
が
三
十
四
、
五
歳
以
前
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

さ
ら
に
、
「
高
階
尚
俊
歌
集
」
に
収
め
ら
れ
た
歌
が
、
年
代
の
記
述
の
あ
る

（94）



慶
長
六
年
、
元
斎
の
没
年
慶
長
九
年
（
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
『
米
沢
地
名
選
』

拙
考
参
照
）
の
前
後
、
も
し
く
は
昌
俊
が
永
井
直
勝
に
仕
え
た
慶
長
十
二
年
頃

の
も
の
が
多
い
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
歌
は
二
十
歳
代
に
詠
じ
た
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
少
な
く
も
、
『
翁
草
」
の
記
述
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
な
寛
永
期
の
も
の
で

は
な
い
。
昌
俊
の
名
が
連
歌
会
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、
堂
上
に
も
そ
の
名
が
知

ち
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
の
も
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
昌
俊
が
無
名
で
あ
っ

た
青
年
期
に
詠
じ
ら
れ
た
歌
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
昌
俊
の
師
承
関
係
に

触
れ
、
こ
の
歌
の
背
景
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

三

 
昌
俊
の
歌
学
が
つ
ち
か
わ
れ
た
の
は
、
ま
ず
養
父
木
戸
元
斎
の
も
と
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。
「
佐
河
田
壼
斎
碑
銘
」
（
『
林
飯
山
文
集
」
四
二
）
に
は
、
「
玄
斎

好
二
倭
歌
学
一
昌
俊
左
レ
側
月
奏
」
と
あ
る
。
元
斎
の
和
歌
史
に
お
け
る
位
置
に

つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
が
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
後
期
』
 
（
昭
4
7
・
明
治

書
院
）
に
お
い
て
、
『
醍
猷
四
文
字
題
抄
」
（
藤
川
百
首
抄
）
の
巻
頭
に
あ
る
「
二

条
家
冷
泉
家
両
家
相
伝
次
第
」
の
学
統
図
を
引
き
、
「
元
斎
は
正
吉
の
孫
と
し

て
二
条
ゼ
冷
泉
の
両
家
を
継
受
し
た
歌
人
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
た
」
と
説

明
さ
れ
て
い
る
ゆ
ま
た
、
元
斎
が
『
師
説
撰
寄
和
歌
集
』
 
（
前
掲
）
を
、
直
江

兼
続
の
求
め
に
応
じ
て
編
算
し
た
り
、
上
杉
家
一
門
の
連
歌
会
で
も
重
き
を
な

し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
元
斎
は
上
杉
家
に
あ
っ
て
、
直
江

兼
続
を
始
め
と
し
た
好
学
の
武
将
達
の
和
歌
の
指
南
役
と
い
っ
た
ご
と
き
立
場

で
あ
潤
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
木
戸
孝
範
（
正
吉
）
の
直
系
を
任
じ
て
、
地
方
文

壇
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

佐
河
田
昌
俊
の
三
一
，
首
管
見

 
さ
ら
に
、
元
斎
は
地
方
文
壇
の
み
な
ら
ず
、
、
中
央
に
お
い
て
も
か
な
り
名
の

知
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
元
斎
（
寿
三
）
の
名
は
、
紹
巴
、
昌
・

叱
ら
と
同
座
し
て
申
央
の
連
歌
会
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
天
正
十
六
年
よ
り

文
禄
三
年
ま
で
十
六
回
程
そ
の
名
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
中
で
も
「
連

歌
作
品
年
表
稿
」
（
奥
田
勲
『
東
京
大
学
教
養
部
人
文
科
学
紀
要
』
）
な
ど
で
は

天
正
十
九
年
春
の
記
録
が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
づ

 
天
正
十
九
年
の
春
は
、
上
杉
家
一
門
に
と
っ
て
よ
う
や
く
に
し
て
お
と
ず
れ

た
上
洛
の
時
で
あ
っ
た
。
前
年
、
天
正
十
八
年
に
は
年
来
の
仇
敵
北
条
氏
を
秀

吉
と
と
も
に
討
ち
、
天
正
十
七
年
に
は
、
腹
中
の
敵
佐
渡
及
び
能
登
を
平
定
し

た
。
元
斎
は
、
北
条
征
伐
発
向
の
時
の
上
杉
景
勝
発
句
の
連
歌
百
韻
で
は
、
第

三
を
つ
と
め
（
『
大
日
本
古
文
書
、
上
杉
家
文
書
』
）
、
ま
た
佐
渡
戦
勝
祝
賀
の

の
連
歌
会
が
春
日
山
城
内
で
行
な
わ
れ
だ
折
に
も
参
加
し
て
い
る
。
 
（
『
北
越

雪
空
」
）
状
況
は
元
斎
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
り
、
こ
の
年
五
月
、
元
斎
は
兼

続
の
命
に
よ
り
大
宝
寺
城
の
修
築
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
天
正
十
九
年
正
月
、
上
杉
景
勝
は
宿
願
の
参
内
を
果
し
（
『
上
杉
史
料
集
下
」

「
上
杉
三
代
日
記
」
昭
4
2
・
・
新
人
物
往
来
社
）
、
、
元
斎
は
二
子
ら
と
と
も
に
上

洛
し
た
。
二
月
二
十
二
日
「
倭
漢
連
句
百
韻
」
（
天
理
図
書
館
蔵
『
石
鼎
集
」
）

で
、
元
斎
（
寿
三
）
は
次
の
ご
と
き
入
物
と
一
座
し
て
い
る
。
（
数
字
は
句
数
、

但
し
漢
数
字
は
漢
詩
）

 
 
白
8
 
血
書
八
 
情
語
八
 
玄
旨
8
 
西
行
八
 
有
節
七
 
鯖
読
8
 
昌

 
 
叱
8
 
有
和
七
 
兼
続
六
 
寿
忍
6
 
実
動
5
・
寿
三
6
、
梅
再
訂
 
友

 
 
益
-

 
聖
護
院
道
外
准
后
（
白
）
を
主
客
と
し
て
、
安
国
寺
恵
良
（
瑠
甫
）
、
相
国

寺
承
免
（
西
笑
）
、
南
禅
寺
瑞
保
（
有
節
）
、
南
禅
寺
元
沖
（
官
印
）
な
ど
の
五

ρ

（ 95． ）

／



山
僧
、
里
村
紹
巴
、
昌
叱
と
い
っ
た
連
歌
師
達
、
、
加
え
て
上
杉
家
一
門
の
直
江

兼
続
、
大
国
実
頼
、
木
戸
元
斎
（
寿
三
）
ら
が
一
座
し
て
い
る
。
上
杉
一
門
の

上
洛
に
呼
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
場
所
は
『
三
三
卿
記
」
 
（
内
閣
文
庫
蔵
）

の
伺
日
の
条
に
「
三
門
御
見
廻
申
候
幽
斎
ニ
テ
和
漢
在
之
候
」
と
あ
り
、
細
川

幽
斎
（
玄
旨
）
宅
に
て
興
行
さ
れ
た
も
の
乏
思
わ
れ
る
の
幽
斎
と
元
斎
は
交

遊
が
あ
っ
た
。
同
座
し
た
有
節
の
「
鹿
苑
日
録
」
の
同
年
三
月
十
一
日
の
条

に
は

 
 
堂
僧
來
。
自
幽
斎
元
斎
返
事
告
報
（
中
略
）
光
源
院
來
訪
。
茶
談
判
刻
、

 
 
成
門
送
玉
将
。
自
元
斎
書
簡
干
待
衣
。
直
江
公
痛
甚
突
．
和
漢
就
働
拒
辞

 
 
再
三
云
々
（
以
下
略
）

 
 
 
（
注
2
）

 
と
あ
、
る
。
元
斎
の
地
位
は
平
穏
文
壇
に
お
い
て
も
か
な
り
の
評
価
を
得
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
天
正
十
九
年
初
春
の
こ
と
と
し
て
、
さ
ら
に
次
の
ご
と
き
和
歌
口
伝
の
資

料
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
関
西
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
歌
会
作
法
聞

書
」
 
（
写
本
、
大
本
一
冊
十
七
丁
、
表
紙
に
う
ち
つ
け
書
き
で
「
飛
鳥
井
引
継
卿
和

歌
口
傳
」
と
あ
り
、
内
題
「
歌
会
作
法
聞
書
」
と
あ
る
。
）
は
、
歌
会
作
法
五

十
ヶ
条
を
示
し
・
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
事
情
に
関
し
て
次
の
ご
と
き
記

述
が
あ
る
。
ま
ず
内
題
の
後
に
、

 
 
干
時
天
正
十
九
初
春
中
之
一
日
越
後
但
馬
守
實
頼
飛
鳥
井
左
中
将
雅
継
之

 
 
門
弟
に
被
参
候
三
富
傳
受
野
壷
候
趣
大
方
注
留
也

・
と
あ
り
、
さ
ら
に
奥
書
に
は

 
 
右
一
巻
御
相
傳
分
時
中
将
雅
継
公
之
御
一
會
を
不
漏
斗
を
肝
要
に
書
付
候
．

 
 
文
章
後
見
恥
入
候
得
共
重
器
御
倉
心
之
由
無
題
条
別
而
不
及
清
書
写
し
て

 
 
進
之
候
不
可
有
事
他
見
者
也
 
 
 
 
 
 
'

 
 
 
天
正
十
九
年
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木
戸
元
斎
 
書
判

 
 
 
 
正
月
十
三
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寿
三

 
大
国
但
州

 
 
 
人
々
御
中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
と
あ
る
。
天
正
十
九
年
初
春
に
大
国
実
射
が
飛
鳥
井
雅
継
の
門
弟
と
な
り
、

買
受
を
受
け
た
歌
会
作
法
を
木
戸
元
斎
が
書
き
留
め
て
実
着
に
お
く
っ
た
も
の

で
あ
る
。

 
大
国
但
馬
守
実
態
は
、
直
江
兼
続
の
実
弟
で
あ
る
が
、
大
国
家
の
養
子
と
な

り
、
さ
ら
に
豊
臣
姓
を
受
け
従
五
位
下
を
賜
っ
た
人
物
で
あ
り
、
上
杉
と
豊
臣
の

連
衡
に
活
躍
し
て
い
る
。
兄
兼
続
が
漢
詩
を
好
ん
だ
の
に
対
し
て
、
和
歌
を
好

ん
だ
こ
と
は
先
に
引
い
た
「
倭
漢
連
句
百
韻
」
な
ど
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が

出
来
る
。
昌
俊
と
も
関
連
が
深
い
人
物
で
、
昌
俊
が
浪
人
と
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
上
杉
家
の
会
津
移
封
の
慶
長
六
年
頃
に
、
洛
中
で
出
奔
し
て
い
る
。
 
（
米
沢

市
立
図
書
館
蔵
「
大
国
系
図
」
等
参
照
）
ま
た
『
高
階
尚
俊
歌
集
』
の
詞
書
に

は
、
「
直
江
山
城
守
弟
大
国
但
馬
吟
興
頼
と
申
合
て
読
待
り
け
る
百
首
の
寄
の

中
に
名
所
卯
花
を
」
な
ど
と
あ
る
。
元
斎
と
は
も
ち
ろ
ん
昌
俊
と
も
関
連
の
深

か
っ
た
大
国
無
頼
が
、
飛
鳥
井
雅
継
の
門
弟
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
昌
俊

の
師
の
師
承
開
係
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

 
飛
鳥
井
中
継
（
永
禄
三
年
一
元
和
元
年
）
は
後
に
雅
枝
、
次
い
で
雅
庸
と

称
し
参
議
雅
敦
の
男
と
し
て
家
業
の
和
歌
・
蹴
鞠
の
二
道
を
受
け
つ
い
だ
。

後
水
尾
天
皇
の
蹴
鞠
師
範
を
つ
と
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
・
天

正
未
年
か
ら
慶
長
期
に
至
る
堂
上
歌
壇
の
中
心
人
物
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
豊
臣
秀
吉
、
徳
凪
家
康
を
始
め
と
し
た
諸
候
と
の
間
と
密
接
な
関
係
を
持

ち
、
堂
上
と
武
家
の
文
化
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
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連
歌
会
な
ど
で
雅
庸
は
、
細
川
幽
斎
を
始
め
と
し
て
、
木
戸
元
斎
の
交
遊
圏
と

ほ
と
ん
ど
重
な
り
あ
う
場
で
活
躍
し
て
お
り
、
共
通
の
文
化
圏
内
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
雅
庸
は
元
斎
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
昌
俊
の
こ
と
を
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
恥

聞
き
及
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 
昌
俊
と
雅
庸
の
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
碑
銘
」
に
は
、

 
 
初
飛
鳥
井
野
相
雅
庸
來
二
身
府
一
見
二
昌
俊
所
レ
詠
之
倭
歌
一
以
為
其
中
有
二
秀

 
 
逸
一
事
奏
備
二
後
陽
成
院
之
乙
覧
」

 
と
あ
り
、
ま
た
『
高
階
尚
俊
歌
集
』
の
詞
書
に
は
、
「
駿
府
国
に
待
る
比
飛

鳥
井
宰
相
雅
庸
へ
よ
み
て
ま
い
ら
せ
け
る
廿
首
の
歌
の
中
に
」
、
「
飛
鳥
井
殿

御
門
弟
に
成
侍
て
は
し
め
て
ま
い
り
け
る
程
に
」
な
ど
と
あ
る
。
「
駿
河
に
侍

る
比
」
と
は
、
永
井
直
勝
に
仕
え
て
駿
府
に
居
た
頃
、
慶
長
末
年
の
二
十
代
後

半
の
こ
と
で
あ
り
、
「
雅
庸
来
二
駿
府
｛
見
切
昌
俊
所
レ
詠
之
和
歌
こ
と
は
、
雅
庸

が
駿
府
に
参
向
し
た
慶
長
十
六
年
も
し
く
は
慶
長
十
九
年
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

と
思
む
れ
る
。

 
昌
俊
が
飛
鳥
井
雅
庸
と
師
弟
関
係
を
結
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
ほ
と
ん

ど
何
の
脈
絡
も
な
し
に
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
昌
俊
が
雅
庸
の
門
弟
と

な
っ
た
前
提
と
し
て
、
木
戸
元
斎
、
大
国
実
頼
ど
い
っ
た
上
杉
家
一
門
が
飛
鳥

井
雅
庸
と
関
連
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
永
井
直
勝
の
一
家
臣
に

過
ぎ
な
い
若
輩
者
の
昌
俊
と
、
参
議
雅
男
の
師
弟
関
係
は
、
一
見
唐
突
に
見
え

、
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
納
得
出
来
る
よ
う
に

思
え
る
。
雅
庸
が
昌
俊
を
門
弟
と
し
て
認
め
た
の
は
、
昌
俊
の
歌
の
才
能
を
認

め
た
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
木
戸
範
実
、
木
戸
元
斎
の
学
統
を
継
受
し
た
人

物
と
し
て
昌
俊
を
評
価
し
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
少
な

く
も
昌
俊
の
中
に
は
、
二
条
・
冷
泉
家
の
学
統
を
継
受
し
た
木
戸
氏
の
流
れ

佐
河
田
昌
俊
の
歌
一
首
管
見

を
く
む
も
の
と
し
て
の
自
負
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
先
に
あ
げ
た

「
二
条
家
冷
泉
家
両
家
相
伝
次
第
」
の
学
統
図
で
、
正
吉
（
木
戸
範
実
）
は
東

血
縁
系
（
二
条
家
）
ど
木
戸
孝
範
系
（
冷
泉
家
）
、
の
二
系
を
継
受
し
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
「
和
歌
一
流
経
信
三
六
条
家
略
」
 
（
文
政
四
年
写
本
、
国
会
図
書

館
蔵
『
輪
池
叢
書
」
三
九
）
に
よ
れ
ば
、
俊
成
、
定
家
よ
り
の
流
れ
は
尭
孝
で

東
常
縁
と
飛
鳥
井
雅
世
・
雅
親
の
流
れ
に
継
受
さ
れ
、
飛
鳥
井
豊
強
の
次
に
木

戸
範
実
の
名
が
あ
り
、
範
実
の
学
統
は
細
川
幽
斎
、
中
院
通
村
、
鳥
丸
光
広
、

智
仁
親
王
な
ど
に
引
き
つ
が
れ
て
い
る
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。
木
戸
氏
の
子

孫
と
し
て
、
'
昌
俊
の
中
に
は
名
門
の
流
れ
と
し
て
の
自
覚
も
存
し
て
い
た
奪
う

に
思
え
る
。

 
『
空
窓
閑
話
」
で
は
『
翁
草
」
と
ぽ
と
ん
ど
同
じ
逸
話
を
述
べ
た
後
で
、

 
 
某
の
候
仰
に
、
此
噺
普
く
世
に
傳
ふ
る
所
に
し
て
、
其
道
の
妙
感
に
至
る

 
 
と
云
ふ
べ
し
。
能
々
我
身
に
た
く
ら
べ
て
、
思
ひ
入
れ
な
ば
、
何
れ
の
事

 
 
に
て
も
、
妙
所
に
至
ら
ぬ
と
い
ふ
事
か
有
る
べ
き
。
佐
川
田
は
、
歌
を

 
 
骨
髄
に
入
れ
て
、
あ
は
れ
秀
逸
を
よ
み
出
だ
さ
ん
と
思
ふ
事
、
真
実
に
し

 
 
て
、
其
心
入
れ
並
々
な
ら
ぬ
故
に
、
終
に
朝
な
く
の
名
歌
を
よ
み
出
だ

 
 
し
て
、
天
子
を
感
動
せ
し
め
、
将
軍
の
恩
賞
を
蒙
り
、
主
人
の
外
聞
、
お

 
 
の
れ
が
名
誉
、
い
は
ん
忍
な
し
。
い
は
ん
や
、
今
日
聖
人
賢
人
の
道
を
思

 
 
ひ
入
り
て
行
は
ん
に
（
中
略
）
人
の
人
た
る
道
を
し
り
て
、
よ
く
道
を
行

 
 
ひ
得
た
る
な
ら
ば
、
佐
川
田
が
朝
な
く
の
歌
の
如
く
、
規
模
を
得
ん
事

 
 
う
た
が
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
た
と
ひ
素
性
い
や
し
き
な
ど
㌧
て
、
わ
ざ
に

 
 
か
な
ひ
が
た
し
な
ど
㌧
云
ひ
て
、
お
の
れ
ぎ
り
に
ゆ
る
し
て
置
く
ま
じ
。

 
 
太
閤
秀
吉
斜
鼻
よ
り
卑
賎
な
り
（
以
下
略
）

 
な
ど
と
あ
る
。
筆
者
の
視
点
ば
朝
な
く
の
歌
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
例
と

（ 97．）



し
て
聖
人
へ
の
道
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
の
だ
が
、
昌
俊
が

卑
蔑
な
身
分
の
者
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
点
に
も
着
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。

卑
賎
な
者
、
身
分
の
低
い
者
の
詠
ん
だ
歌
が
、
天
子
を
ま
た
将
軍
を
感
動
さ
せ

た
と
い
う
理
解
は
、
こ
の
歌
を
著
名
に
し
た
一
つ
の
原
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。

『
近
代
一
人
一
首
」
の
説
明
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
確
か
に
昌
俊
の
身
分
は
低
い
。

身
分
格
差
を
埋
め
る
だ
け
朝
な
く
の
歌
が
、
高
く
許
価
さ
れ
て
い
た
と
考
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
所
謂
近
世
的
歌
人
の
登
場
を
意
義
ず
け
得
る
か

も
し
れ
な
い
。
歌
一
首
の
「
思
ひ
入
れ
」
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
と
し
た
な
ら

ば
、
実
力
評
価
の
近
世
初
期
歌
壇
の
美
談
と
し
て
も
語
り
つ
が
れ
る
べ
き
話
か

も
ル
れ
な
い
。

 
し
か
し
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
昌
俊
に
は
、
「
素
性
い
や
し
き

な
ど
㌧
て
、
わ
ざ
に
か
な
ひ
が
た
し
な
ど
」
と
い
っ
た
意
識
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。
昌
俊
は
そ
の
出
目
に
関
し
て
も
、
下
野
国
の
名
家
高
階
家
の
子
孫

と
し
て
自
ら
を
意
識
し
て
い
た
し
、
木
戸
元
斎
の
養
子
と
し
て
の
自
負
も
持
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
当
時
の
歌
壇
か
ら
も
「
素
性
い
や
し
き
」
者
な

ど
と
は
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
昌
俊
の
武
家
歌
人
と
し
て
の
出
発
は
、
中
世
歌
壇
に
つ
ち
か
わ
れ
た
伝
続
的

意
識
の
中
で
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
「
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
」
歌
も
そ
の
よ
う

な
意
識
の
中
で
詠
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
「
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
」
歌
の
．

鑑
賞
に
ふ
れ
な
が
ら
若
干
の
気
ず
き
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

四

 
「
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
」
歌
に
つ
い
て
は
、

て
い
る
。
 
『
歌
林
一
枝
」
で
は

い
く
つ
か
の
類
歌
が
指
摘
さ
れ

 
 
或
人
云
、
続
古
今
集
の
う
ち
古
家
の
う
た
に
、

 
 
そ
む
く
べ
き
わ
が
世
や
近
く
な
り
ぬ
ら
ん
こ
＼
う
に
か
～
る
峰
の
し
ら
雲

 
 
又
寂
然
法
師
の
歌
に

 
 
よ
し
の
山
花
さ
き
ぬ
れ
ば
あ
ぢ
き
な
く
こ
～
う
に
か
㌧
る
み
ね
の
し
ら
雲

 
 
こ
れ
は
こ
と
さ
ら
に
近
し
。
作
者
偶
然
に
い
で
し
に
や
と
。
按
に
、
昌
俊

 
 
い
か
で
寂
然
の
う
た
を
し
ら
ず
し
も
あ
る
べ
か
ら
ず
。
を
り
に
ふ
れ
て
ふ
・

 
 
と
こ
㌧
う
に
ち
か
み
し
ま
㌧
に
評
せ
し
を
、
か
た
は
ら
の
人
き
＼
と
め
て
、

 
 
こ
の
人
う
た
の
ぬ
じ
の
や
う
に
も
て
は
や
し
て
、
後
の
世
ま
で
か
く
傳
へ
．

 
 
し
な
る
べ
し
。
 
（
以
下
略
）

 
と
あ
る
。
藤
原
知
家
の
歌
は
、
 
『
洞
院
摂
政
家
百
首
」
に
あ
り
、
寂
然
の
'

」
歌
は
『
寂
然
戸
帳
集
』
に
あ
る
。
い
ず
れ
も
下
の
句
が
「
こ
㌧
う
に
か
＼
る

峰
の
し
ら
雲
」
と
あ
り
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

 
 
「
花
待
つ
頃
」
と
言
い
、
「
峯
の
白
雲
」
ど
結
ぶ
手
法
は
類
型
的
で
あ
り
、

新
味
の
な
い
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
中
村
秋
香
は
、
清
水
浜
臣
が
こ

-
の
歌
が
詞
を
よ
せ
集
の
て
、
珍
ら
し
さ
も
な
く
秀
逸
な
歌
な
ど
と
言
う
の
は
酷

評
で
あ
る
と
し
て
、

 
 
三
十
一
字
の
字
数
少
き
も
の
な
れ
ば
ふ
類
似
の
詞
は
お
の
つ
か
ら
あ
り
も

 
 
し
つ
べ
し
。
あ
り
と
て
も
、
其
の
趣
向
新
し
く
、
姿
め
で
た
か
ら
む
に

 
 
は
、
秀
逸
と
い
は
で
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
但
し
、
此
の
歌
、
寂
然
集
な
る

 
 
と
は
、
尤
多
く
似
た
り
と
い
へ
ど
も
、
其
の
歌
が
ら
、
寂
然
の
よ
り
は
、

 
 
遙
か
に
立
越
え
た
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
難
つ
く
べ
き
に
あ
ら
じ
か
し
（
『
国

 
 
学
者
伝
記
集
成
』
よ
り
）

 
と
述
べ
て
い
る
。
寂
然
法
師
の
歌
よ
り
も
「
立
越
え
た
る
」
点
が
あ
り
、
「
趣

向
新
し
く
、
姿
め
で
た
く
」
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
ら
う
。
確
か
に
寂
然
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法
師
の
条
件
的
な
上
の
句
の
表
現
に
対
し
て
、
昌
俊
の
歌
に
は
素
直
な
表
現
の

流
れ
が
感
D
ら
れ
る
。
「
あ
ぢ
き
な
く
」
の
五
文
字
ま
り
も
「
あ
さ
な
く
」

と
破
格
に
な
り
な
が
ら
も
属
俊
の
歌
の
方
に
、
・
全
体
的
形
象
を
ふ
ま
え
た
流
れ

の
よ
さ
く
姿
め
で
た
き
〉
調
子
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。

 
寂
然
法
師
の
歌
と
詞
つ
か
い
の
類
似
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
こ
の
歌
に
は
、
次

の
歌
な
ど
と
か
よ
い
あ
う
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

 
 
吉
野
山
雲
に
心
の
か
～
る
よ
り
花
の
頃
と
は
空
に
し
る
し
も
 
 
定
家

 
 
小
倉
山
し
ぐ
る
～
頃
の
朝
な
朝
な
昨
日
は
う
す
き
よ
も
の
も
み
ち
葉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
定
家

 
 
何
と
な
く
春
に
な
り
ぬ
と
き
く
日
よ
り
心
に
か
～
る
み
よ
し
の
の
山

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西
行

 
 
お
ぼ
つ
か
な
い
つ
れ
の
山
の
峯
よ
り
か
待
た
る
る
花
の
咲
き
は
じ
む
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西
行

 
先
に
も
引
い
た
『
師
説
撰
寄
和
歌
集
」
は
、
木
戸
元
斎
が
古
今
よ
り
新
古
今

の
百
十
首
に
註
を
加
え
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
で
定
家
の
歌
が
三
九

首
と
圧
倒
的
に
多
い
（
以
下
紀
貫
之
七
首
、
俊
成
六
首
な
ど
）
こ
と
か
ら
も
、

昌
俊
に
定
家
の
歌
は
、
か
な
り
の
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
，

た
西
行
に
関
し
て
は
、
「
高
階
尚
俊
歌
集
」
の
う
ち
で
も
つ
匙
も
多
く
の
詞
書

を
も
っ
て
、

 
 
信
濃
国
に
く
た
り
侍
り
け
る
時
に
美
濃
鼠
落
あ
ひ
と
い
ふ
所
を
と
お
り
侍

 
る
に
道
よ
り
北
に
小
松
原
の
中
に
古
き
石
塔
の
凌
ぐ
み
え
け
れ
は
馬
を
ひ

 
 
侍
る
童
に
誰
墓
所
そ
と
と
ひ
侍
る
に
異
な
ん
西
行
の
塚
な
り
と
い
ふ
馬
よ

 
 
り
お
り
て
小
松
か
き
分
い
り
て
み
れ
は
お
ほ
く
の
涼
卜
う
つ
り
か
は
り
け

 
 
ん
も
あ
は
れ
に
て
し
は
し
は
石
に
腰
か
け
て
休
ら
ひ
侍
り
け
る
程
に
か
の

佐
河
田
昌
俊
の
歌
一
首
管
見

 
 
畏
し
み
ち
の
国
に
く
た
り
侍
り
け
る
お
り
に
中
将
実
方
の
墓
所
に
て
よ
み

 
 
け
る
か
れ
の
～
す
㌧
き
の
寄
お
も
ひ
い
て
～

 
 
人
の
上
に
い
ひ
し
こ
と
は
の
ぬ
し
も
又
其
名
は
か
り
に
成
に
け
る
か
な

 
と
記
し
て
あ
り
、
昌
俊
が
西
行
に
も
思
い
を
寄
せ
て
い
だ
こ
と
が
知
れ
る
。

ま
た
、
知
家
が
定
家
と
、
寂
然
が
西
行
と
親
し
か
っ
た
こ
と
も
知
ち
れ
て
い

る
。

 
宗
政
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
、
「
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
名
歌
か
ら
は
、
イ
マ

ジ
ナ
ブ
ル
な
心
情
の
表
現
に
見
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ

て
お
ら
れ
る
。
「
峯
の
白
雲
」
か
ら
広
が
る
イ
メ
ー
ジ
を
未
だ
見
瞭
「
吉
野
山
」

に
は
せ
な
が
ら
、
「
朝
な
く
」
と
言
い
「
心
に
か
か
る
」
と
花
待
つ
心
を

詠
い
あ
げ
た
、
や
は
り
名
歌
と
し
て
推
賞
し
得
る
一
首
と
思
わ
れ
る
。
平
明
な

詠
み
ぶ
り
の
中
に
も
、
長
く
残
り
得
た
一
首
の
よ
さ
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ

》
つ
。

 
今
迄
に
『
高
階
尚
俊
歌
集
」
 
『
詠
百
首
和
歌
」
．
の
他
短
冊
、
書
簡
類
に
含
ま

れ
る
も
の
な
ど
二
百
数
首
の
昌
俊
の
歌
を
見
る
ご
と
が
出
来
た
が
、
全
体
的
に

言
え
ば
、
左
程
、
個
性
的
と
思
わ
れ
る
も
の
は
少
な
く
、
近
世
初
期
武
家
歌
壇

を
代
表
す
る
歌
人
と
し
て
は
い
さ
さ
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
。

 
例
え
ば
、
『
高
階
尚
俊
歌
集
』
で
一

 
 
 
（
マ
マ
）

 
9
藤
川
公
首
の
題
に
て
よ
み
け
る
寄
の
中
に
湖
上
朝
霞
を

 
 
霞
た
つ
志
賀
の
海
辺
の
朝
ほ
う
け
み
る
め
な
し
と
は
誰
か
い
ふ
ら
ん

 
と
、
藤
川
百
首
の
題
を
と
っ
て
詠
ん
だ
歌
な
ど
は
、
『
藤
川
百
首
周
桂
抄
」

（
正
嘉
堂
文
庫
蔵
、
正
徳
三
年
版
）
な
ど
に
お
け
る
「
正
吉
日
」
と
い
っ
た
木

戸
氏
の
系
譜
に
従
っ
た
歌
で
あ
る
。
柳
瀬
万
里
氏
は
、
霞
を
題
材
と
し
た
歌
を

比
較
さ
れ
て
中
院
通
村
の
歌
に
感
覚
の
新
し
さ
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
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る
（
「
中
院
通
村
の
美
的
構
造
-
寛
永
堂
上
和
歌
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
『
国
文

学
論
叢
2
1
」
）
が
、
後
に
通
村
の
教
え
を
乞
う
た
昌
俊
の
歌
に
は
、
そ
の
よ

う
な
側
面
を
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
ま
た
昌
俊
は
、
後
年
木
下
長
囎

子
と
も
交
遊
関
係
を
持
ち
、
書
簡
（
陽
明
文
庫
蔵
、
松
花
堂
昭
乗
、
岡
本
半
介

宛
書
簡
な
ど
）
で
は
並
び
称
さ
れ
る
が
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
長
寿
…
子
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
表
現
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
も
欠
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
平
明

な
詠
み
ぶ
り
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
飛
鳥
井
雅
庸
や
木
戸
元
斎
さ
ら
に
永
井
直

勝
ら
と
も
関
連
の
深
か
っ
た
、
細
川
幽
斎
に
近
い
詠
み
ぶ
か
で
あ
る
よ
う
に
思

・
え
る
。

 
最
後
に
、
「
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
」
の
歌
の
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
昼
俊
の

こ
十
歳
代
の
状
況
に
つ
い
て
、
数
首
の
歌
を
取
り
あ
げ
な
が
ら
ふ
れ
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

 
慶
長
十
二
年
（
昌
俊
二
十
七
歳
）
、
駿
府
に
移
っ
た
家
康
は
、
永
井
直
勝
に

命
じ
て
、
細
川
幽
斎
よ
り
柳
営
故
実
の
講
義
を
受
け
さ
せ
、
儀
式
典
故
の
制
定

を
い
そ
ぐ
と
同
時
に
、
諸
家
旧
蔵
の
伊
勢
物
語
、
古
今
集
、
源
氏
物
語
な
ど
の

写
し
を
集
め
、
家
康
自
身
も
冷
泉
為
満
よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
、
雅
庸
か
ら
は

源
氏
三
箇
の
秘
事
の
伝
授
を
受
け
た
。
〈
武
人
製
法
に
嬬
は
ず
V
と
い
？
た
評

価
へ
の
払
拭
と
対
公
家
文
化
へ
の
対
応
策
で
あ
る
と
同
時
に
、
長
い
戦
乱
に
お

け
る
混
乱
の
後
の
文
化
興
隆
の
到
来
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
元
和
纏

武
の
胎
動
期
と
も
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
昌
俊
が
雅
庸
の
弟
子
に
な
っ
た
の
は
そ

「
の
よ
う
な
時
期
…
で
あ
っ
た
。
歌
集
に
は

 
 
飛
鳥
井
殿
御
門
弟
に
成
侍
て
は
し
め
て
ま
い
り
け
る
時
に
寄
道
祝
と
い
ふ

 
 
事
を

 
式
嶋
の
道
に
心
そ
よ
せ
か
へ
ぢ
波
も
お
さ
ま
る
代
の
し
る
し
と
そ

 
と
あ
る
。
駿
河
に
下
り
永
井
直
勝
に
仕
え
、
雅
庸
の
門
弟
と
な
っ
た
こ
と
は
、

昌
俊
に
と
っ
て
新
し
い
出
発
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
の

道
は
、
戦
乱
を
く
ぐ
り
ぬ
け
た
人
物
達
と
同
様
に
、
多
く
辛
酸
の
道
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。

 
 
駿
河
に
く
た
り
侍
り
け
る
時
に
あ
ひ
し
り
た
る
人
た
れ
か
れ
関
山
に
て
送

 
 
り
き
て
余
波
お
し
み
け
れ
は

 
名
の
み
し
て
あ
ふ
坂
山
は
甲
斐
も
な
し
人
に
わ
か
る
～
関
そ
と
お
も
へ
ば

 
浪
人
の
後
の
仕
官
は
、
昌
俊
に
と
っ
て
単
純
に
喜
こ
べ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
 
心
に
も
あ
ら
で
東
に
く
た
り
侍
り
け
る
に
尾
張
の
国
な
る
み
の
う
ら
に
て

 
 
千
鳥
の
な
く
を
聞
侍
り
て
、

 
浮
世
か
な
し
ほ
の
み
ち
ひ
の
浜
千
鳥
お
り
い
る
程
も
な
く
一
そ
た
つ

 
数
年
前
ま
で
昌
俊
は
上
杉
家
家
臣
と
し
て
、
 
徳
川
方
と
敵
対
関
係
に
あ
っ

た
。
慶
長
五
年
の
大
津
城
攻
戦
の
際
に
は
石
田
方
に
属
し
左
の
股
に
戦
傷
を
蒙

っ
て
い
る
。
主
家
で
あ
っ
た
上
杉
家
は
徳
川
と
の
徹
底
抗
戦
を
さ
け
て
慶
長
六

年
八
月
に
は
会
津
に
移
封
し
た
。
昌
俊
は
主
家
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
な
く

浪
人
の
身
と
な
り
、
今
は
以
前
敵
対
し
た
徳
川
に
仕
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
め
ま
ぐ
る
し
い
変
転
は
、
初
句
「
浮
世
か
な
」
と
慨
嘆
す
る
と
こ
ろ
に

こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

 
慶
長
六
年
は
昌
俊
の
個
人
的
状
況
に
お
い
て
も
記
憶
さ
れ
る
べ
き
年
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。
歌
集
の
中
で
唯
一
の
詞
書
を
持
っ
て

 
 
慶
長
六
年
十
月
廿
七
日
の
壁
越
の
な
み
松
と
い
ふ
所
へ
く
た
り
侍
り
け
る

 
 
に
湖
の
ほ
と
り
に
て
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し
く
れ
ゆ
く
小
松
か
さ
き
の
風
さ
え
て
ひ
ら
の
高
根
は
雪
ふ
り
に
け
り

 
と
あ
る
。
「
越
の
な
み
松
」
 
（
福
井
県
坂
井
郡
老
松
ヵ
）
で
、
昌
俊
は
数
多

く
の
恋
の
歌
を
残
し
て
い
る
。

 
 
越
の
な
み
松
と
い
ふ
所
に
と
ふ
ら
ふ
へ
・
き
人
侍
り
て
く
た
り
侍
る
道
に
て

 
 
冬
の
た
ひ
の
心
を
お
も
ひ
け
る

 
よ
も
す
が
ら
も
の
の
み
護
る
お
も
ひ
に
も
袖
の
こ
ほ
り
は
と
け
す
そ
あ
り
け

 
る

 
 
な
み
松
に
て
尋
し
人
に
あ
ひ
侍
り
て
む
か
し
が
た
り
あ
く
こ
と
な
け
れ
は

 
 
ひ
さ
し
く
と
㌧
ま
り
け
る
に
親
の
あ
た
り
よ
り
い
と
は
や
く
く
た
り
侍
り
・

 
 
ね
な
と
い
ひ
を
こ
せ
け
れ
は
お
も
ひ
立
侍
る
暁
に

 
ゆ
く
も
う
し
と
ま
る
も
つ
ら
し
お
な
し
く
は
ふ
た
つ
に
分
る
わ
か
身
と
も
か

 
な

 
慶
長
六
年
、
昌
俊
二
十
三
歳
で
あ
る
。
昌
俊
は
変
転
き
わ
ま
り
な
い
歴
史
の

流
れ
に
身
を
ゆ
だ
ね
な
が
ら
恋
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
親
（
木
戸
元
斎
）

の
意
志
と
は
反
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
「
ふ
た
つ
に
分
る
」
〈
あ
ふ
さ

き
る
さ
V
の
中
に
昌
俊
は
身
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
昌
俊
の
子
昌
胤
は
、

承
応
二
年
五
十
一
歳
（
『
林
羅
山
詩
集
』
第
十
六
、
甲
午
正
月
佐
昌
胤
試
毫
詩
）

で
あ
っ
た
。
逆
算
す
れ
ば
昌
胤
は
慶
長
七
年
に
生
れ
て
い
る
。
昌
胤
の
母
は
な

み
松
で
の
「
と
ふ
ら
ふ
へ
き
人
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
付
記
す
れ
ば
、

『
下
野
国
争
」
，
「
（
写
本
一
冊
、
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）
に
は
、

 
 
阿
曽
沼
助
大
夫
は
佐
野
家
一
門
家
老
ニ
テ
、
修
理
亮
宗
綱
ノ
輔
佐
ナ
リ
、

 
 
昌
綱
侍
女
二
通
ヒ
テ
懐
妊
シ
タ
ル
ヲ
、
助
大
夫
密
二
我
子
ニ
シ
テ
養
育

 
 
ス
、
女
子
ナ
リ
タ
レ
バ
後
二
足
利
郡
佐
河
田
ノ
佳
人
佐
川
田
喜
六
二
嫁
ス

 
 
（
以
下
略
）

佐
河
田
昌
俊
の
歌
一
首
管
見

、

と
あ
る
。
 
「
む
か
し
が
た
り
あ
く
こ
と
な
け
れ
は
」
と
は
、
 
「
乏
し
人
」
が
昌

俊
と
同
じ
下
野
国
の
出
身
で
あ
り
、
木
戸
元
斎
の
養
子
と
し
て
越
後
に
行
く
前

の
幼
な
じ
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 
 
 
 
 
 
．
・

 
昌
俊
の
二
十
代
は
、
慶
長
三
年
の
主
家
上
杉
家
の
会
津
入
封
に
よ
り
木
戸
元

斎
が
藤
島
城
主
と
レ
て
五
千
石
を
領
し
た
（
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
「
慶
長
三
年

千
石
以
上
分
限
帳
」
）
時
か
ら
始
ま
る
。
し
か
し
そ
の
盛
時
も
つ
か
の
間
、
二

年
後
の
大
津
城
攻
戦
で
昌
俊
は
負
傷
し
、
西
軍
は
破
れ
、
上
杉
」
門
も
徳
川
の

軍
門
に
く
だ
り
、
慶
長
六
年
に
米
沢
へ
移
封
と
な
っ
た
。
昌
俊
は
米
沢
に
従
う

こ
と
な
く
、
越
後
を
離
れ
浪
人
の
身
と
な
っ
た
。
二
十
歳
よ
り
二
十
三
歳
ま
で

わ
ず
か
三
年
間
の
盛
衰
で
あ
っ
た
。
そ
の
激
動
の
中
で
昌
俊
は
恋
を
し
歌
を
残

し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
三
年
後
の
慶
長
九
年
に
養
父
木
戸
元
斎
が
死
ぬ
。
更

に
三
年
後
、
昌
俊
は
、
自
ら
を
放
浪
の
身
に
お
い
や
っ
た
徳
川
一
門
の
永
井
直

勝
に
出
仕
し
た
の
で
あ
る
。

 ．

u
吉
野
山
花
待
つ
頃
の
」
の
歌
は
、
以
上
の
ご
と
き
状
況
の
中
で
詠
ま
れ
た

の
で
あ
惹
。
戦
乱
を
経
た
武
士
達
に
よ
う
や
く
お
と
ず
れ
た
「
花
待
つ
」
安
ら

ぎ
を
、
ま
た
富
盛
の
弟
子
に
な
っ
た
時
の
「
波
も
お
さ
ま
る
代
の
し
る
し
」
の

風
雅
な
心
を
こ
こ
に
感
じ
る
こ
乏
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
近
世
初
期
武
家
歌
人

の
代
表
歌
と
し
て
、
後
世
に
残
っ
て
い
っ
た
多
く
の
理
由
も
こ
の
点
に
あ
る
の

で
あ
ろ
う
。

 
し
か
し
、
こ
の
解
釈
で
終
る
こ
と
は
、
昌
俊
の
思
い
を
く
み
と
る
こ
と
に
な

り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
読
み
手
の
わ
た
く
し
は
、
こ
の
歌
の
平
明
さ
の
中

に
何
か
を
置
き
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
藤
原
良
家
の
歌
と

重
な
り
あ
わ
せ
る
時
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
昌
俊
の
思
い
で
あ
る
。

 
知
家
の
「
そ
む
く
べ
き
わ
が
世
や
近
く
…
…
」
の
歌
は
、
出
家
を
決
意
し
た
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頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
か
な
り
知
ら
れ
、
「
続
古
今
和
歌
集
」
に
も
と
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
ロ
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

れ
、
ま
た
、
 
『
堤
中
納
言
物
語
」
に
は
、
 
「
わ
が
世
や
近
く
と
な
が
め
暮
す

も
、
心
地
つ
く
し
く
だ
く
こ
乏
が
ち
に
て
』
と
こ
の
歌
を
ふ
ま
え
た
と
さ
れ
る

一
文
が
あ
る
。
昌
俊
が
『
堤
中
納
言
物
語
』
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
定
か

で
な
い
。
し
か
し
昌
俊
に
は
「
源
氏
物
語
』
を
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
形
跡
が
・

（
注
3
）

あ
り
、
か
な
り
古
典
的
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
寂
蓮
の
歌
と

と
も
に
、
知
家
の
歌
も
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
歌
林
一
枝
』
の
筆
者
の

ご
と
く
「
ふ
と
こ
こ
ろ
に
う
か
み
し
ま
～
に
吟
せ
し
」
歌
と
の
み
解
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
・

 
吉
野
山
へ
の
讃
歌
と
、
平
和
が
も
た
ら
し
た
風
雅
へ
の
回
帰
の
思
い
で
、
「
吉

野
山
花
待
つ
頃
の
朝
な
く
」
と
詠
じ
た
昌
俊
の
胸
中
に
は
、
王
家
の
「
心
に

か
か
る
峯
の
白
雲
」
と
い
う
下
の
句
と
、
悪
獣
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

る
こ
と
が
、
意
識
さ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
六
条
藤
家
の
盛
衰
と
共
に
v

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
4
）

昌
俊
の
意
識
下
に
は
、
知
家
の
名
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
知
家
の
上

の
句
「
そ
む
く
べ
き
わ
が
世
や
近
く
な
り
ぬ
ら
ん
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
単

に
出
家
へ
の
気
持
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
で
な
く
去
来
し
て
い
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
昌
俊
が
吉
野
山
の
花
を
待
つ
や
す
ら
ぎ
の
時
を
得
る
こ
と
が
出
来
た

の
は
、
徳
川
一
門
へ
の
出
仕
と
い
う
「
そ
む
く
べ
き
」
時
が
も
た
ら
し
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
昌
俊
が
左
の
股
を
傷
つ
け
な
が
ら
青
春
を
か
け
た
、
反
徳
川

へ
の
心
を
犠
牲
に
し
た
も
の
と
も
と
れ
よ
う
。
歴
史
の
波
に
の
ま
れ
「
浮
世
か

な
」
と
嘆
じ
、
「
な
く
な
く
そ
立
つ
」
た
昌
俊
の
心
を
、
こ
の
歌
に
も
垣
間
見

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
『
堤
中
納
言
物

・
語
」
の
「
な
が
め
」
の
心
に
も
通
い
あ
っ
て
は
い
ま
い
か
。
こ
こ
で
は
、
晩
年

の
黙
々
寺
へ
⑳
隠
懐
が
、
年
来
の
宿
願
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
言
い
添
え
る
に
と

ど
め
て
お
く
。

 
「
峯
の
白
雲
」
を
見
つ
め
る
昌
俊
の
心
は
、
単
純
に
「
吉
野
山
花
咲
く
頃
」
を

待
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
一
六
〇
〇
年
代
．
（
慶
長
初
年
）

に
青
春
を
お
く
っ
た
青
年
武
士
が
か
か
え
た
屈
折
し
た
風
雅
へ
の
思
慕
を
、
．
わ

た
く
し
は
こ
の
歌
に
見
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

注
1
「
慶
長
廿
年
六
月
十
八
日
何
人
百
韻
」
、
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
平
松
文

 
庫
蔵
『
昌
琢
発
句
連
歌
』
）
・
「
元
和
三
年
八
月
四
日
夢
想
之
百
韻
」
 
（
国

 
立
国
会
図
書
館
蔵
『
連
歌
合
集
」
）
．
な
ど

注
2
 
他
に
文
禄
元
年
二
月
廿
一
日
、
同
月
廿
二
日
、
文
禄
二
年
閨
九
月
廿
六

 
日
、
、
同
年
十
月
十
二
日
目
同
三
年
十
一
月
五
日
の
条
に
見
え
る
。

・
注
3
 
天
理
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
」
の
最
終
冊
の
う
ら
表
紙
に
は
り
つ
け
紙

 
が
あ
り
、
「
書
入
 
牡
丹
門
違
柏
、
箱
ノ
書
付
佐
川
田
喜
六
昌
俊
」
と
あ
る
。

注
4
 
知
家
は
出
家
後
「
沙
弥
習
性
」
と
署
し
て
い
る
が
、
木
戸
元
斎
も
「
能

 
元
斎
沙
弥
至
恩
」
 
（
群
馬
県
勢
多
郡
赤
城
神
社
蔵
『
奈
良
原
文
書
」
）
と
署

 
し
て
い
る
。
時
衆
と
し
て
の
関
連
も
想
像
さ
れ
る
。

 
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
宗
政
五
十
緒
先
生
、
井
上
宗
雄
先
生
、
冨
田
勝
治

氏
、
加
藤
定
彦
氏
に
は
、
多
く
の
御
教
示
を
得
た
。
附
記
し
て
深
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

！
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